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I 目的l
湿潤性勝脱癌に対する抗癌剤l罪法として、シスプラチ

ンを中心とした多剤併用暗法が施行されている。抗癒

剤瞭法の拍瞳効果は各血者における腫事細胞の薬剤感

受性に左右されるが、時脱癌におけるシスプラチン感

受性を予測可能なマーカーに関する報告は少ない。そ

こでまず、シスプラチン感受性予測マーカー撞得のた

め、ヒト勝脱癌細胞株 σ'24) からシスプラチン耐性亜

峠 σ24cis) を樹立し、 T24cis を用いて網羅的にそノク

ローナル抗体(MoAb) を作製した。さらに、 T24c is 培

養上摘を対象に分掛タンハク質の網羅的解析を行い壇

得した VÎmentlll (VIM)、臼h"eticlu.in (CALR)、 Pen岡山3

(P1ヌ3) に関して時肱癒血者血清中抗原量測定を行い

血情診断マーカーとしての有用性を検討した。

I方法l
MoAb の作製は 124 と T24c胞を用いた Subtractive

Imnnmizalion 怯により施行した。 一方 T24 とロ4cis

両細胞株の培養上清を対象とし、 2 次元電気泳動法によ

り分証、タンパク質の網羅的解析を行ったa さらに時抗

癌患者血清 53 倒 、 睡常者血情 1 6 倒を対象とし、 Reverse

phase protein alTay 但PPA) 1去を用いて血者血清中の VIM

CACR、 町文3 揖度を制定した。

[成績と考察1

本研究により VIM 抗体を吉む 69 クロ ーンの MoAb を樹

立した。ま た、 2-DE 法の結果、 T24ζ" で 124 に比して1.5

倍以よ尭現克進を認める分子 12 個を検出し、肝細胞癌や

大腸癌などの血者血清中において過剰発現の報告のある

CACR と i/F小細胞性肺衝の血清マーカ一候補として報
告のある PTX3 に着目した。これらの分子はいずれもシス

プラチン耐性との関連性は報告されていない。

RPPA 法による血清中抗原量測定の結果、 PTX3 は時脱

艦、睡常者聞に有意な相閣を認めなかったが、 CACR で

は Pく0.0 1 、 VIM では ト0.03 と 、時脱癌血者血清で有意

な発現克進を認めたロしかし、抗錨;'iII惜療の膏功性との

関連は現在のところ見出されていないa 今桂、血清の症

例散を増やした検討を行うとともに、臨床病理学的因子、

予佳との相闘を解析する予定である。


